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山田隆司（聞き手）　今日は東京北社会保険病院に南
郷栄秀先生を訪ねました．先生には地域医療振
興協会の中核的な病院で研修，教育を担当して
いただいていますが，ここに至るまでの先生の
経歴をまずはお話しいただけますか．

南郷栄秀　私は平成10年に東京医科歯科大学を卒業

し，はじめは研究者になりたいと思っていまし
た．自分自身に喘息があったので，呼吸器内科専
門医になって研究をしようと．喘息は当時，炎症
が病態のメインらしいということが分かり，吸
入ステロイド剤が発作予防の基幹薬として新し
く使われるようになってきたころでしたから，

新しい総合診療科の立ち上げにかかわって
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アレルギー関係の研究をしたり，喘息という病
気の完治を目指すような研究ができたりしたら
いいなと思ったのです．高校生の時から医学に
限らず何らかの研究者になりたいと考えていた
のですが，医学部に入ったからにはやはり，患者
さんを実際に診て患者さんの問題を考え，そこ
から研究に発展させたいと思うようになってい
ました．それで，研究の道に進む前に，まずは一
通り医者として仕事ができるように研修をしよ
うと考えたのです．

　　　当時はまだ９割以上が大学に残る時代でした
が，大学を飛び出して虎の門病院で３年間の研
修を受けました．

山田　それは内科の研修ですか．
南郷　一部麻酔科があったり消化器外科があったり

しましたけれど，ほぼ内科ですね．２年間の初期
研修，プラス３年間の後期研修のうちの１年間
だけそこで研修し，４年目に大学に戻りました．
もともと呼吸器内科の医局に所属していて３年
の研修終了後に戻る約束になっていたのです
が，戻ってきたら，大学の組織改変があって半年
で辞めざるを得ませんでした．４年目の残りの
半年間は免疫学の教室に入りましたが，一人で
試験管を振って黙々と作業するのは性に合いま
せんでした．やはり患者さんと話しているほう
が楽しいのですね．それで５年目はどうしよう
かと考えていたところ，虎の門病院の神奈川県
川崎市にある分院で新たに総合診療科を立ち上
げるので来ないかというお誘いをいただきまし
た．卒後２年目の終わりごろにEBM（根拠に基
づいた医療）と出会ってかなり衝撃を受けてい
たのですが，総合診療の分野というのはEBMと
親和性が高いですよね．ですので面白そうだな
と．それで５年目から虎の門病院分院に勤務し
ました．虎の門病院の本院は大学病院のように
すべての専門診療科が揃っていて，総合診療で
診るべき対象となる患者があまりいません．一
方分院は，慢性期の病棟という位置付けでした

が，地元の要請で外来を開くことになったとい
う経緯があり，逆にすべての専門診療科を揃え
ることができないので，本院にはない総合診療
科を新たに立ち上げることになったのです．

山田　分院は何床の病院ですか？
南郷　300床です．
　　　赴任した総合診療科には，内分泌を専門にす

る部長と自分しかいませんでした．その部長と，
循環器専門の次の部長から，それぞれの専門分
野についてはよく教えていただきましたが，そ
れ以外のことは独学で学ぶしかありませんでし
た．結局５年間いて，それほど忙しくなく体力的
には楽でしたが，牛歩のような成長だったので
同期の他の医師よりも能力的に劣っているので
はないかと悩み，精神面ではずい分苦労しまし
た．このころ心の支えになってくれたのは，院外
で一緒にEBMを学んだ薬剤師さんを中心とす
る仲間の存在でした．

山田　その時はもう研究にはこだわってはいなかっ
たのですか．

南郷　実験といった類の基礎研究へのこだわりは全
然なかったですね．ただ，この５年間に，母校の
医学教育の教室から呼んでいただいて学生教育
に携わるようになったり，自分自身でも学生対
象のEBM勉強会を立ち上げたりしました．それ
から，月１回診療所で診療をする機会がありま
した．そこで初めて往診も経験したのですが，訪
問したお宅の床の間にたくさん薬が積んである
のを見て「こんなところで生活しているのか」と
衝撃を受けたこともありました．学生時代に総
合診療の講義がなく，家庭医という存在すら知
らなかったのですが，往診を通じて地域医療へ
の興味がわいたこともあり，虎の門分院のあと
は父の診療所を継ごうかなと考えていました．

山田　内科ですか？
南郷　父はもともとは産婦人科医だったのですが，

今はもう産科はやっていませんし，婦人科もメ
インではなく，ほとんどが内科・小児科です．
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